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　今年2015年は、金城学院の校歌が制定されてからちょうど100年になります。「いし
ずえをば いわおなる／聖主にすえし 金城の」。金城学院の基礎である大きな岩は
何か、それは主イエスである――そう歌い始める校歌は、現役生にとっては馴染み
深い、そして卒業生にとっては懐かしく思い起こされるものではないでしょうか。

　主イエスは十字架の死と復活の出来事を通して、悪には愛と赦しをもって臨み、
そして死に対しては新しい命をもって打ち勝たれました。私たちは個々の人生におい
て、またある時には時代に翻弄されて困難に直面することがあります。しかしその
時にこそ、この学び舎で学び・学んだ全てと、主イエスのご生涯が証しされた聖書の
言葉を改めて思い起こしたいのです。そこに、あなたが今とこれから、そして死に際し
ても、揺るがされない“礎”となるものがあるでしょう。
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特　集　１

「金城学院大学KIDSセンター」が誕生

特　集　2

人間科学部　坪井 貴子 教授
高等学校　　沖崎 学 教諭

産学連携で社会に学ぶ金城学院大学

■クローズアップ



　KIDSセンターは木をふんだんに
使ったログハウス風の建物。中には
良質な木のおもちゃや絵本を取りそ
ろえた遊びの広場や砂遊びなどが
できる中庭があり、自由に遊べます。
実際に利用されているお母さんから
も「子どもとゆっくり向き合える素敵
な空間です」「家にいるより子どもが

のびのびとしていて自分も気分転
換になる」「木のおもちゃがたくさん
あって子どもも楽しそう」と嬉しい声
が聞かれます。
　こうしたKIDSセンターについて、セ
ンター長を務める宗方先生は三つの
コンセプトを掲げました。
　一つめは「交流」です。「お母さんや
子ども同士だけではなく、学生や地域
の高齢者の方々とお母さん、子ども
たちとの交流ができるようになれば

いいと思っています」
とおっしゃいます。
　二つめは「学び」

です。親子でおもちゃを作る教室や
子育てに関するセミナーも随時行
われます。

　三つめは「相談機能の充実」です。
KIDSセンターでは週一回、臨床心
理士による子育て相談を行っていま
す。またプレイスペースでお母さんた
ちに声をかけ、小さな悩み相談にも
気軽に応じており「公的機関に相談し
たくてもなかなか相談できないとい
うお母さんもいらっしゃいます。どん
な悩みや不安も気軽に相談してもら
いたい」と話されます。
　「将来的には育児だけでなく、女
性としての人生を総合的にサポー
トできるセンターにしていきたいと
思います」と今後の展望も見据えま
す。地域とつながりながら、多彩な活
動で子どもの育ちをサポートしてい
きます。
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異世代間の交流を育み
お母さんの“学び”も提供

小さな悩み相談にも対応
多方面から子育てをサポート

Special Issue1

宗方比佐子先生

10月1日にオープンした「金城学院大学KIDSセンター」。
施設の中には広 と々した遊びの広場があり、親子でのびのびと遊ぶことができます。
またセミナーや親子教室、楽しい体験などさまざまな催しが行われ、これまでにも多くの親子が参加。
専門スタッフによる音楽療法や大学教員・在学生による楽しい企画なども随時開催されています。
こうしたKIDSセンターの概要や展望について金城学院大学人間科学部多元心理学科教授
KIDSセンター長の宗方比佐子先生に伺いました。

遊びやセミナー、イベントなど多彩な活動で
子どもの健やかな育ちをサポート
遊びやセミナー、イベントなど多彩な活動で
子どもの健やかな育ちをサポート

「金城学院大学KIDSセンター 」が誕生



　去る10月27日、大学人間科学部現代子
ども学科日比野ゼミがKIDSセンターを利
用する親子を対象に「おいもほりに行こう！」
を開催しました。このイベントは、親子で自然に親しむ機会をと学生自身が学科の学
びをふまえ企画運営をしました。当日、参加された親子は、やわらかな土の感触を楽
しみながら、大きなおいもの出現に歓声をあげるなどおおいに楽しんでくださいまし
た。KIDSセンターでは今後も学生イベントを随時開催する予定です。
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お母さんも笑顔に
学生の子育て支援企画

KIDSセンターで開催されるさまざまなイベント

◎詳しくは「KIDSセンター」ホームページをご覧ください。　http://kids.kinjo-u.ac.jp

「おいもほりに行こう」を開催

学生イベント

親子教室

学生イベント
音楽療法

子育てセミナー
手作りおもちゃ/親子ヨガ教室  他
育児ストレス解消法/食品に使用される色素について 他
みんなでおいもほりに行こう/みんなでおいもを食べよう 他
音楽療法セミナー 他

日比野ゼミの学生が子どもたちと一緒においもほり

　KIDSセンターでは障害のある子どもの
発達支援のために音楽療法を行っていま
す。その一環として、お母さん対象の音楽
療法セミナーを実施しました。音楽療法で
は、セラピストと子どもが音楽を通してか
かわることによって、さまざまな音楽の働きを利用して個々の発達を促していきま
す。KIDSセンターでは子どもたちが楽しみながら発達していく姿を見守ります。

音楽を通じて
子どもの発達を支援

音楽療法セミナー
音楽療法

セミナーを行う
人間科学部多元心理学科の渡辺恭子先生

親子教室

学生イベント
音楽療法

子育てセミナー



青柳総本家

庫元ゼミ

多くの人の意見を聞き開発す
ることで、多面的なものの見
方を学びました。
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栄養学の知識を活かし、老若男女が喜ぶお弁当を開発

金城学院大学では、社会貢献の一形態として産学連携を実施。
大学が蓄積した研究成果である知的財産を社会に還元し「開かれた大学」をめざしています。
今回は生活環境学部食環境栄養学科の清水ゼミが企業とのコラボ弁当、
環境デザイン学科の弓立ゼミが介護施設の内装デザイン、
国際情報学部国際情報学科の庫元ゼミが和菓子の商品開発で産学連携を実施。
それぞれの成果をご紹介します。

マックスバリュとの共同開発弁当

　食環境栄養学科の清水
ゼミでは、マックスバリュ
中部株式会社の企画「ちゃん
とごはん弁当」で、夏のお弁当
を共同開発しました。参加し
たのはゼミの4年生、丸山莉
穂さんと仲山七虹さんチーム
と伊藤亜弥さん、島田知果さ
んチーム。健康に配慮し、旬
の食材を使う弁当に取り組み
ました。

　丸山さんと仲山さんは野菜
をたっぷり使った弁当を企
画。「愛知県の野菜摂取量は
全国ワースト1。少しでも改善
したいと思い考えました」と
ゴマだれで味わう夏野菜そう
めんを考案。夏でも食べや
すいイサキの梅しそフライ
やれんこんのマリネなどを
添え、1日に必要な野菜の
1/3を摂取できる弁当を考案
しました。
　伊藤さんと島田さんは魚を
使った弁当に取り組みました。
「若い人にも食べてもらいた
い」と彩りがきれいなピカタ
に仕上げ、トマトソースでボ
リュームアップ。また、さまざま
な世代に喜ばれるよう、野菜
や豆類も豊富に使用。これら

の弁当は6月、7月
に販売、当日は四
人とも店頭販売を
行いました。
　今回の開発では
「企業ニーズとの
すり合わせが難し
かった」と仲山さん
は話します。丸山
さんは「コストや材
料が限られ、苦労し
ました」と振り返り
ます。また「お客さ
んに自分の思いを
話し、買ってもらっ
たときは嬉しかっ
た」と伊藤さん、
「原価、作る側、お客さんの三
方向から考えるのは大変でし
た」と島田さんもいいます。

（左）ごまドレッシングで食べるそうめん弁当
（右）アジピカタ弁当

Collaboration

マックスバリュ

清水ゼミ

ジェネラス

弓立ゼミ

Special Issue2
産学連携で社会に学ぶ金城学院大学 
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デザインの学びを活かした空間へ

マーケティングの学びを活かしてニーズを把握

　株式会社ジェネラスが運営
するサービス付き高齢者向け
住宅「スワーヴ植田一本松」。
その内外装デザインに生活
環境学部環境デザイン学科
の弓立ゼミの4年生が取り組
みました。
　まずは、事業内容を把握す
るため、高齢者施設（デイサー

ビス・リハビリ・ショートステ
イ・住宅型有料老人ホーム）
の見学を行いました。その見
学で感じたこととして、濱田千
智さんは「部屋に色味が少な
い印象を受けた。もっと視覚
から元気になれる空間に変え
たい」、代財未菜さんも「今よ
り明るい雰囲気の施設にした

い」と話します。み
んなで話し合った
結果、入居する方々

に喜ばれるように「今までの
施設の概念にとらわれない、
明るい空間づくり」をめざし
て取り組むことになりました。
　学生たちは介護される側
の視点を意識しつつ、何通り
ものパターンを考え、外装を
はじめ、内装のカラーコーディ
ネートを提案。施主、設計者、
施工主と何度も打ち合わせを
しながら企画をすすめました。
濱田さんは「企業の方からは、
業界の常識にとらわれない若
い感性を求められ、その加減
や、実際の色目の調整に苦労
しました」と話し、吉田奈央さ
んも「イメージを伝えること
や、既製品との色の組み合わ
せに苦労しましたが、実際の
お仕事に近い経験ができてよ

かったと思います」と振り返り
ます。代財さんは「仕事には期
限があり、その期限通りにこ
なすのが大変でした。完成見
学会ではすでに入居者がほぼ
定員に達していて嬉しかった
です」と達成感を感じたようで
す。「責任感をもって社会とか
かわっていくことを感じてほし
い」という弓立先生の想いを
実現した、成果のあるプロジェ
クトとなりました。

　ういろうで有名な名古屋の
老舗ブランド・株式会社青柳
総本家と国際情報学部国際
情報学科の庫元ゼミがオリジ
ナルういろうの開発に取り組
みました。
　制作プロジェクトはチーム
リーダーの生田奈緒子さんと
ゼミ長の真弓渚さんを中心
に進行。まず最初に綿密なリ
サーチを実施しました。その

結果、親世
代から和
菓子にふ
れる機会
が少なく
なってき
ているこ
とが判明。
また同世

代に向けた調査では、「和菓子
は敷居が高く気軽に食べられ
ない」などの意見が聞かれま
した。次にゼミ生全員で会議
やプレゼン、工場見学を経て
製品への理解を深めつつ開
発をすすめました。
　パッケージに金城学院のロ
ゴを入れるなどデザインも検
討。「華やかさや高級感を出
すことに苦心した」と生田さ
んと真弓さんは話します。
　完成した生ういろうは赤ワ
イン、大納言小豆、桜の三層
仕立て。手軽にその
場で食べられる「串う
いろう」を用意したこ
とも功を奏し、金城祭
では約1時間30分で
売り切れるほどの人

気でした。「企画し、製品化をす
すめるという、現場でしか得る
ことのできない貴重な経験と
なりました」と生田さんは振り
返ります。また「企業の方から
多くのアドバイスをいただき、
課題解決への考え方を学ぶ
ことができました」と真弓さん
も話します。庫元先生も「初め
てにしては洗練された商品と
なりました。デー
タをたくさん
取って提案して
きたのもよかっ

たと思います」と学生の取り
組みを高く評価しました。
　今後は本格的な商品化に
向け、より高い基準をめざし
マーケティングをすすめてい
きます。

青柳総本家との生ういろう開発

ジェネラスの介護施設内装をプロデュース

Collaboration

Collaboration
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4年間の多くの学びや経験を力に変えて
自ら答えを模索し、開拓できる保育者に
生まれ育った家庭環境から、「自然と教育の道を選んだ」とおっしゃる坪井先生。
大学院時代の研究や、現在行われている小学校の生活科の研究を通して幼小連携を考察し、
今後の幼児教育のあり方と小学校教育へのつながりについても考えていらっしゃいます。
また授業でもご自身の研究内容を反映させながら講義を行い、
「常に自分で答えを模索・開拓できる保育者になってほしい」と指導にあたられています。

クローズアップCLOSE UP

坪
井 

貴
子 

教
授

金
城
学
院
大
学　

人
間
科
学
部　

現
代
子
ど
も
学
科

上越教育大学卒業後、広島大学
大学院教育学研究科博士課程
へ。中九州短期大学、高松短期大
学、関西福祉大学を経て2006年か
ら現職。研究テーマは「幼児の遊び
と学習に関する研究」「保育者の専
門性に関する研究」「幼小連携」。
日本保育学会ほか所属。
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坪井ゼミの4年生のみなさんに先生の印象を伺いました。すると「とても親しみやすく、自分たちと
の距離が近く感じられるフレンドリーな先生」との声が多くあがりました。また、「ユーモアがあって
授業もわかりやすい」「物事の違った見方を教えてくれる」などの声も聞かれみなさんから厚い信
頼を受ける先生の人柄を窺うことができました。

坪井先生はどんな人！？

　父が教員だったことから、自分も自然
と教育の道を選びました。大学も学校
教育学部を選択し、小学校と幼稚園教
諭の免許を取得。さらに教育の学びを
深めて大学で教鞭を執りたいと思い、
恩師のすすめで大学院へ進学しまし
た。ちょうど幼児教育の重要性が注目
されはじめたころで、大学における教育
の需要も高まってきたころだったと思
います。
　大学院では子どもの「遊びによる学
び」について研究、遊びの中でも特に
「ごっこ遊び」に焦点を当てて考察を行
いました。現実とは違い、ごっこ遊びと
はあくまでも仮想の世界の中で行われ
ます。しかし、子どもたちの行動を見て
いると、実にスムーズかつ現実感を持っ
て物事が展開していきます。ごっこ遊び
を通して大人を真似しながら、周りの世
界を知り、人間関係を構築しているの
です。それが成長してからの現実社会
で役に立っていくことに興味を持ち、研
究を続けてきました。
　大学院修了後は短期大学へ就職しま
したが、「学生たちが４年間かけてじっく
りと学び、成長していく姿を見ていた
い」と思うようになり、４年制の大学へ
移ることを決意。縁あって、金城学院大
学で教えることとなったのです。

　現在は、小学校１・２年生の生活科
の研究を通して「幼小連携」について

考察しています。昨年、特別研究期間
をいただき、さまざまな小学校の生
活科の公開授業などを訪れました。
いくつかの学校を見て回るうちに、そ
のときの自分自身の考えや思いに合
う先生に出会うことができ、すぐに研
究をさせていただきたいとお願いを
しました。大変お忙しい先生でした
が、快く引き受けてくださいました。
　生活科は、１９９２年から小学校１・２
年生を対象に行われている授業です。
たとえば1年では学校探検を行った
り、あさがおの栽培などを行います。
２年生では街の探検やおもちゃの製
作など、生きた教材を使って、ときに
は仲間と協力しながら問題解決を行
い、自立の基礎を築いていきます。
　これら生活科も含め、学校の授業
は子どもにとっても教える側にとって
も特殊な時間・空間となりがちです。
しかし私が研究している授業は先生
の綿密な授業計画のもとにありなが
らも子どもと先生の間に“本物”の生
活が成り立っています。そこに大変興
味を惹かれ、現在も先生が教えてい
らっしゃる授業をビデオで撮影して研
究を続けています。
　こうした生活科の授業は幼児教育
と小学校教育をつなぐ重要な位置に

あります。幼稚園や保育所の
保育者と小学校の教員が密
接な連携をはかることは子
どもの成長を促す上でとて
も大切なことであり、昨今で
は幼小連携に力を入れる動
きもよく見られます。今後は
小学校教育まで見通して保

育を考えていく必要に迫られること
でしょう。そこで、生活科の特性や子
どもの学習を明らかにしながら、今後
の幼児教育のあり方と小学校教育の
つながりの研究へと発展させていき
たいと考えています。

　現在は保育所実習担当や保育原
理、幼児教育学、2年生から4年生まで
の演習などを担当し、小学校の生活科
の研究を通して、私自身の授業のすす
め方が変わってきたと実感していま
す。以前は一方的に講義を行うこと
が多かったのですが、今は学生の声を
聞いて授業を組み立てることを重要
視しています。たとえば演習や講義科
目では、学生が発表する機会を増やし
て、学生が主体的に授業に取り組める
ように心がけています。また学生同士
の意見交換ができるようにすること
で、学生自身の考えをさらに深めてい
き、しっかりと講義内容が理解できる
ように努めています。
　保育とは小学校の教科や学習指導
と違い、子どもの年齢が低いこともあ
り、遊びや日常生活の何が子どもの学
びにつながるか、どこに子どもの育ち
が見られるかの見極めが大変難しい
分野です。保育者をめざす学生の大学
での学びは子どもへの理解を深め、子
どもの遊びや生活の意味、価値がどこ
にあるかを追求することが大切です。
また保育者とは個別性の強い仕事で
あり、「これが正解」という答えはなく、
常に自分で答えを模索し、開拓しなが
らすすめていかなくてはなりません。
その力を大学4年間のさまざまな学
びや経験を通して養うのです。
　この大学にはそうした多彩な学びや
経験があり、学生たちは4年間で教育
の知識をしっかりと身につけて卒業し
ていきます。どんなことでも乗り越え
られる力を身につけた学生たちを送り
出せることを、毎回大変誇らしく思っ
ています。これからも多くのすばらし
い保育者を社会に送り出せるよう
に、引き続き教育の研究に携わってい
きたいと考えています。

「ごっこ遊び」に注目し
大学院で教育を研究

生活科の授業研究を通して
幼小連携の重要性を考える

坪井先生が担当する授業の風景

教育の学びや経験を活かし
模索し、開拓する力を養成
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常に新しい自分へのChallengeを続け
愛と感謝を感じながら生きていってほしい
「本物の愛の言葉を生徒たちの心にまっすぐ届けたい」と願い、現在の道を選ばれた沖崎先生。
高校の聖書の授業で多くの愛の話を語られる中で、
「生徒たちの金城生としての輝きに日々驚き、感動している」とおっしゃいます。
また宗教主事として、全校礼拝や宗教行事を通して、
「愛も感謝も自ら探し出し、さらにはその愛と感謝を周囲の人と分かち合える人になってほしい」と
日々生徒たちと向き合っていらっしゃいます。

クローズアップCLOSE UP

大学卒業後、明治学院中学、東村
山高等学校で国語科教員として教
鞭を執る。その後日本基督教団東舞
鶴教会の牧師、舞鶴基督学園朝日
幼稚園の園長を経て2008年に金
城学院高等学校へ招聘される。現
在は宗教主事として聖書の授業を
担当。

沖
崎　

学 

教
諭

金
城
学
院
高
等
学
校　

宗
教
主
事



8

　小学校から高校までいろいろな先生
方に教わりながら、ずっと「こんな先生
がいたらいい」という理想を描き続け
てきました。人間として「どこまでも強
く、優しく、明るい」そんな教師をめざ
してこの道へとすすんだのです。
　当初は国語の教師をしていました
が、「果たして本当に自分が思い描い
た理想の先生になれているか」という
思いが日に日に強くなってきました。
自分が教師として取り組みたいこと
は、神さまの愛を生徒たちの心に届く
言葉で語ることだと強く思うように
なったのです。いったん教師をやめて
神学校で学び、周りの人の大きな愛に
支えられながら京都で牧師兼幼稚園
園長を務めたあと、金城学院に招聘さ
れました。
　現在、高校で聖書の授業を教えてい
ます。授業では毎回、愛や喜び、感謝に
ついて話します。当たり前の日々の中
にたくさんの神さまの愛や家族の愛、
友人の愛が隠れていることや、愛を見
つけられれば人生の困難もきっと乗り
越えられることなど、神さまの愛のす
ばらしさについて生徒たちに語り、
一緒に考えます。授業の最後にはカン
キチ（感じ、気づき、知ったこと）を毎
回書いてもらうのですが、たくさんの
感動的な言葉を書いてくれます。生
徒たちはそれぞれに複雑な問題を抱
えていますが、心が耕され、潤い、自ら
動き出したいと思えるような神さまの
愛の言葉をこれからも伝えていきた
いと思っています。

　宗教主事として全校礼拝をはじめ、
金城学院高校で行われるすべての宗
教行事を担当しています。特に「花の
日礼拝」は、生徒たちが自分の周りに
愛を見い出すプログラムで個人的に
も好きな礼拝のひとつです。この日
は、校内清掃をされている方や保健室
の方、また地域でボランティア活動を
されている方などいつもお世話になっ

ている方々に生徒たちが感謝の気持
ちを込めて花を贈る「愛の花お届けプ
ロジェクト」が行われます。「愛の花お
届け隊」に立候補した宗教委員の生
徒たちは、花を届ける方々について事
前に調べ、その方々に対する感謝の気
持ちを深めてから花を届けます。行事
を終えたあと、全校生徒の心は“ありが
とう”の気持ちでいっぱいになり、家族
への感謝や友だちへの感謝など、さら
に感謝するべき人々や場所を探し出
すようになります。自分が持てる精一
杯の愛で、周囲の人々へ働きかけてい
きたいと思えるようになるのです。
　金城生はみんな、愛のセンスに富ん
でいると私は思います。１２６年という
長い歴史の中で、愛の話を聞いたり、
見つけたりする機会を大切にしてきた
金城学院で学んでいるからこそ、生徒
たちにこのようなすばらしい心が培わ
れているのだと日々実感しています。
ともすれば当たり前になりがちな学校
生活の中で、「金城学院ってすばらし
い」「ここにも神さまの愛が息づいて
いる」と生徒たちが多くの喜びに気づ
けるように働きかけていくのも、宗教
主事としての役割だと思っています。

　こうした金城学院での日々を通し
て、金城生の心にもっと多くの言葉を
届けたいと思い、今年2月に『キミのこ
ころに語りかける24のKey Word』と
いう本を出版しました。聖書に登場

する女性の物語を取り上げて、愛や
勇気や希望などのKey Wordについて
書いています。タイトルの中にある
「キミ」というのは金城生のことです。
「キミの青春のKey　Wordが人生の
Key Wordになる」と本の帯に記したよ
うに、金城学院で出会う言葉の一つひ
とつは、これから先の人生で、自分の前
の扉を開いていくKey Wordになると思
います。生徒たちには授業や学校生活
の中で学び、知る言葉をKey Wordに、す
べての転機を成長のためのチャンス
と捉え、今の自分に感謝しつつ、常に
新しい自分になるためのChallengeを続
けてほしいと願っています。そのために
まず教師である自分がChallengeしな
くてはと思い、本を出版するに至った
のです。
　生徒たちには卒業してからも、どん
なときもどこにいても、6年間で身に
つけてきた金城生としてのすばらしい
“香り”を放ちながら、前向きに笑顔で
愛を持って生きていってもらいたいと
思います。まさに金城学院の制服に
縫い込まれている白線のように、神さ
まの愛に包まれた真っ白な“White 
Line”の上をこれからも金城生が歩ん
でいくことを願っています。

金城生一人一人の心に届く
愛の言葉を語りたい

身の周りの多くの愛と感謝に
気づける人になるように

金城学院で出会ったKey Word
で常に成長し続けられる人に

生徒会執行部で宗教行事にかかわっている生徒たちに沖崎先生の印象について伺いました。する
と「授業で先生のお話をきいて、すごい先生だと思いました。問題にぶつかっても先生がそこにいてく
ださると力をもらえます」との声が返ってきました。また「もうどうにもならないと思えたときにも、今からでも
まだできることや、次にするべきことをかならず教えていただけます」とも。生徒たちに大変頼りにされて
いる優しいお人柄が窺えました。

沖崎先生はどんな人！？

『キミのこころに語りかける24のKey Word』d』



地域の企業や公共施設とも連携し、さまざまな形で地域貢献を行う金城学院大学。今回は生活環境学部生活
マネジメント科のイルミネーション制作と金城学院大学図書館と公共図書館との連携を紹介します。

古寺ゼミ × 久屋大通庭園フラリエ

金城学院大学図書館 × 公共図書館

地域企業や公共図書館と連携し社会に貢献

久屋大通庭園フラリエを彩る
イルミネーションを学生が考案

瀬戸市や名古屋市の図書館と連携し
本の展示や帯作り教室を開催

　生活環境学部生活マネジメント学科の古
寺ゼミが、本学薬学部網岡教授の紹介により
大日本印章株式会社社長村松氏からの依頼
を受け、このたび久屋大通庭園「フラリエ」の
イルミネーションを手がけました。
　イルミネーションはゼミの３年生がデザ
インを企画し、製作会社と打ち合わせを行い

ながら形にしていきま
した。まずは9月下旬
に学生たちがフラリエ
を見学。あまりの敷地
の広さに驚き「本当に
できるのだろうか」と
いう声も聞かれまし
た。その後四つのグル
ープに分かれ、芝生、
遊歩道、池、外壁の4ヶ所を担当。昼休みの時
間などを使ってそれぞれに打ち合わせを行
いました。ツリーを作り、音楽に合わせて光ら
せ、また外壁には大きなハートを飾るなどさ
まざまなアイデアを考案。自撮り台を置い
て写真スポットを作るなど「学生ならでは
のよいアイデアですね」と製作会社も感嘆
しました。

　「自分が考えたものを形にするのにどれだ
けの多くの人々の力がいるか、身を持って学
んでもらえたと思います」と古寺先生は話し
ます。
  11月29日には点灯式を開催。金城学院大
学らしい演出としてハンドベルの演奏も行わ
れました。学生たちの渾身のイルミネーショ
ンは今も美しく庭園を彩っています。

　大学図書館は学生ボランティアのライブ
ラリーサポーターズ「LiLian」と協力し、各市
の図書館と連携して多彩な活動を行って
います。
　去る8月8日～8月31日、瀬戸市立図書館

で中高生の夢を応援するティーンズ向けの
展示企画「YUMEZORA～ひろがる夢、かが
やく未来～」を行いました。
　企画や実行は「LiLian」のメンバーが中心
となって運営。中高生の憧れの職業に就

いている人の生の声とその人た
ちのおすすめの本を紹介する
「REALフラワー」、LiLianメンバ
ーがおすすめの本を紹介する
「Dreamスター」、風船型のPOP
に将来の夢を書いて展示する来
館者参加型の企画「Dreamバル
ーン」の3コーナーを作り、展示
を行いました。
　また9月5日には名古屋市守
山図書館で小学生向けの企画
「本の帯作りにチャレンジ」を開

催。子どもたちの想いを最大限に表現でき
るようにLiLianメンバーがサポートし、帯作り
を行いました。一生懸命楽しそうに取り組む
子どもたちが印象的でした。
　10月3日～11月8日は名古屋市志段味
図書館で中高生向けのおすすめ本をかわい
い手作りPOPとともに展示。愛らしいPOP
に惹かれ、本を手に取る中高生の姿も見られ
ました。3月には同図書館にて、ブックパー
ティも開催予定です。
　大学図書館はLiLianとともに今後も本
と人をつなぐ、さまざまな活動に取り組ん
でいきます。

※画像はイメージです。

おだんごいかが？　お代は落ち葉で

想像力豊かな遊びを通して
年上児から年下児へ
伝えられる知恵や経験

［大学］niversityU
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events in the school calendar



events in the school calendarKindergarten［幼稚園］

おだんごいかが？　お代は落ち葉でおだんごいかが？　お代は落ち葉でおだんごいかが？　お代は落ち葉で

いっしょにおだんごづくりをする年長児と年少児

　家庭ではひとりっこが多い現代ですが、幼
稚園では異年齢での生活を通して年上児・年
下児が互いに思い合い育ち合う関係を築い
ています。子どもたちが遊びを通して様々な
ことを年上児から年下児に伝えていること
を、こんなエピソードから感じていただけれ
ばと思います。
　幼稚園に通う子どもたちは「おだんご」を
作ることが大好きです。土も粘土も砂も豊富
にある園庭では、1年を通しておだんごづく
りをする子どもたちの姿が見られます。おだ
んごをたくさん作って「おだんごやさん」をし
たり、トッピングをして「ケーキやさん」になっ
たり、いくつか組み合わせてキャラクターを

作ったり、一つを慎重に丁寧にピカピカに仕
上げ光るおだんごを作ったり…子どもたち
の想像力は本当に豊かです。ある「おだんご
やさん」では、できたおだんごを「これは小さ
いから1歳さん用ね。」「こっちは4歳かな？」
と大きさごとに並べていました。店番をする
子どもたちの「いらしゃいませ。お金は葉っぱ
です。」の声に、近くで遊んでいた子どもが落
ち葉を集めて買いに来てくれました。
　入園して間もない年少児にとって、年中
児・年長児の手からのぞくおだんごは魔法の
ようで「どうしたらできるのだろう…」と、見よ
う見まねで砂を集めていました。しかし、水分
の少ない砂をいくら握っても、なかなか固ま
ってくれません。そんな年少児に「お水がな
いと固まらないよ」とアドバイスしてくれた
り、自分たちが用意したバケツの中の土（丁
度いい湿り具合）を分けてくれたりする年長
児。その土の感触を体得して、次に作るとき
は自分で砂に水を加える年少児。子どもたち
には、直接的な言葉でなくても、実際に見た
りふれたりしていく中で経験を積み重ね自分

のものにしていく力が十分に与えられてい
ることを感じます。
　子どもたちは丸めてできた土のおだんご
に白砂・さら砂をかけていきます。この作業
ひとつでも子どもたち一人ひとりの特徴が
よくわかります。目の細かいざるで濾した砂
だけを使う子ども、乾いている砂をとにかく
たくさんかける子ども、乾かすためにさら砂
の中におだんごを埋めて取り出す子どもな
どさまざまです。どの子どもも今までに年上
児から直接教えてもらったり、年上児のおだん
ご作りの過程をじっと見ている中でやってみよ
うとする思いや方法を身につけたりしている
のです。
　こうして子どもたちの間で遊びや「こうし
たらできるんだ！」「こんな方法があるんだ！」
という経験が直接的、間接的に伝えられてい
ます。普段の生活を異年齢で過ごしている子
どもたちが、こうした豊かな経験をしている
ことを嬉しく思っています。

自発的な遊びと「あつまり」をつなげて
子どもたちの経験や成長を
より豊かなものに
　上記の活動のように、３・４・５歳の子ども
たちが一緒に過ごす縦割りの活動に加え、発
達の段階を捉えより多くの刺激となるため
に、週に二回ほど同学年での活動（私たちは
「あつまり」とよんでいます）を行っています。
　ある日の年少児の「あつまり」では、お花
紙といわれるやわらかい和紙を使っておだ
んごを作りました。片手に乗せたお花紙を
もう一方の手で挟んでクルクルと丸めてい
きます。いつもは泥や粘土でおだんごを作
っている子どもたちにとって「紙からおだん
ごができるなんて！」と驚きの表情を見せる
子どももいました。おだんごを作るだけ
でなく、新しい素材にふれる機会にもなり
ました。普段は泥が嫌い、手が汚れるのが

嫌と泥だんご作りを経験せずにい
る子どもも楽しく経験することがで
きました。
　「あつまり」のなかで保育者は、同
年齢での活動のねらいのもとで一人ひとり
の発達段階を捉え、適切な課題を提供でき
るようにしています。子どもたちにとってそこ
での活動は、普段の遊びの中で新しい刺激
になっています。お花紙のおだんご作りを経
験した子どもたちは、早速空き箱製作の飾り
に折り紙を丸めてくっつけていました。ほか
にも紙粘土をつかってアクセサリーをつくっ
たり、保護者の保育参加の機会に本当に食
べられるおだんごを作ったり、その経験のあ
とには家庭でもおだんご作りに挑戦した子ど

ももおりました。おだんご作りの経験をいろ
いろな場面で、素材も土や砂、粘土、紙、食材
などさまざまなもので繰り返し行うことによ
って、経験を深め、幅が広がっていきます。
「あつまり」のなかだけでは終わらずに子ど
もたちの普段の遊びや生活につながってい
ることを嬉しく思っています。幼稚園では自
発的な遊びと「あつまり」は切り離されたも
のではなく、子どもたちの生活の中で互いに
リンクさせながら、子どもの成長をより豊か
に促しています。

想像力豊かな遊びを通して想像力豊かな遊びを通して
年上児から年下児へ年上児から年下児へ
伝えられる知恵や経験伝えられる知恵や経験

想像力豊かな遊びを通して
年上児から年下児へ
伝えられる知恵や経験

おうちの方と一緒に
おだんごクッキング
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　中学と高校では毎年8月20日に全校礼拝
を行い、平和についてみんなで考えていま
す。今回、広島女学院高校署名実行委員会
の生徒たちが「平和について一緒に話す機
会を持ちたい」と来校。ともに平和について
話し合い、署名活動を行いました。
　今回の企画の中心となったのは生徒会執
行部で結成された「PEACE隊」。「ぜひ、何か
一緒にできることはないか？」とスカイプを
使って広島女学院の生徒たちと打ち合わせ
を行いました。「同じ高校生でも平和につい
て細部まで考えていると実感しました」と高
校3年生で宗教常任委員長を務める稲垣亜
梨さんはいいます。また同じく3年生で生徒
会長の筒井愛理さんは「金城学院でも東日
本大震災の支援活動を行っていますが、広
島女学院のみなさんと話をするうちにこの
活動も平和活動の一つではないか」と改め
て考えました。

中学校テニス部が東海大会で優勝・全国大会に出場

H ［高校］igh school Junior  high school［中学校］&
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　今回の活動で出会った人々が全員つなが
るという意味を込めてキーワードを「ファミ
リー」とし、お互いに何度も話した結果、一緒
に街頭で署名活動をすることになりました。
　広島女学院の生徒たちは8月19日に来
校。栄や名駅でともに街頭署名活動を行い
ました。初めての署名活動に戸惑うこともあ
りましたが、2校の生徒が一緒になって大声
で呼びかけ、署名する人も徐々に増
加しました。「今回は1時間でした
が、もっと署名活動をしたかった
です」と筒井さんは話します。
　20日の礼拝では、全校生徒の思
いを一つに結び合わせたお祈りを、
ともに手を取り合って神さまに捧げ
ました。そのあとのロングホームル
ームでは広島女学院の活動や金城
学院の東日本大震災支援活動をプ

レゼンしました。愛と感動、希望にあふれた全
校礼拝となりました。
　9月には広島女学院の生徒たちから感謝
の言葉が綴られた手紙には、一つひとつの言
葉が愛にあふれていました。今後も両校が手
を取り合い、さらなる祈りの輪、ファミリーの
輪が広がることを願っています。

平和のために署名活動を行う広島女学院の生徒が来校平和のために署名活動を行う広島女学院の生徒が来校
ひとつの「ファミリー」として、ともに平和を考えるひとつの「ファミリー」として、ともに平和を考える
平和のために署名活動を行う広島女学院の生徒が来校
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高校科学部の「ゆめちから栽培研究プログラム」
栽培研究や収穫の成果をプレゼンで発表

　去る10月3日、三重県四日市市の北勢中
央公園で行われた「東海私学中学校テニス
大会」に中学校テニス部が出場しました。
　この大会は各県の私学テニス連盟の推薦
を受けた私立中学校の中学1・2年生のみに参
加資格が与えられるもので、東海地区での開
催は今回が初。愛知、岐阜、三重、静岡の4県
から私立の推薦校12校が集まり、ダブルス
二本、シングルス一本の試合を行いました。
　初戦は三重県3位の実力を誇る津田学園
中学校に2-1で勝利。準決勝は同じく三重県
2位の鈴鹿中学校に3-0と快進撃を続け、決
勝は静岡2位の浜松日体中学校に3-0で見
事優勝に輝きました。特に決勝では一本目の

ダブルス、シングルスでそれぞれ勝利、この
時点で優勝が決まっていましたが、生徒たち
はそこで気を抜くことなく残りのダブルスも
最後まで粘って勝つことができたのです。選
手一人ひとりがチームのことを考え、コーチ
のアドバイスをしっかりと聞いて一生懸命
プレーしました。
　この試合の結果、兵庫県神戸総合運動公
園で12月26～28日に行われる全国私立
中学校テニス選手権大会の出場権を獲得。
新校舎建築で練習場所が限られています
が、今後も厳しい練習に耐え、先輩方にも練
習相手になっていただきながら勝利に向け
て努力を重ねていきます。



　高校の科学部が昨年9月から取り組んで
きたPasco主催の「ゆめちから栽培研究プ
ログラム」。北海道で開発された国産の強力
小麦「ゆめちから」をプランターで育て、実験
や分析などを行いながら最適な栽培方法を
研究するプログラムで、金城学院高校のほか
に石川県、岐阜県の高校と3校でプログラム
を実施しました。
　「ゆめちからグループ」の生徒たちは4月の
播種（種蒔き）にはじまり、ゴールデンウィーク
明けの出穂、9月の刈り取りと世話を行って
きました。特に大変だったのは毎日の水やり

です。生徒たちは
四つのグループに
分かれ、当番制で
水やりを実施。穂
の高さ測定や生
育状況の観察も
行います。「移動

中高大のバトン部、そろってバトントワーリング全国大会に出場！
　去る10月24日(土)、日本ガイシホールにて開催された
「第41回マーチングバンド・バトントワーリング東海大
会」において、バトン部が全国大会に推薦されることに
なりました。
　昨年、一昨年同様、今年も高校バトン部だけではなく、
中学校部門では中学バトン部が、大学部門では「金城学院
大学White Wall」が推薦され、3年連続、三チームそろって
全国大会に出場できるという幸いを与えられました。
　「第43回バトントワーリング全国大会」は12月12日(土)、
千葉市の幕張メッセ・イベントホールにて開催されます。大
会で行う演技だけではなく、すべてにおいて支え合う中高
大バトン部でありたいと考えております。これまでバトン
部を応援してくださった皆様に深く御礼申し上げるとと
もに、今後も温かい御声援をよろしくお願いいたします。

events in the school calendar
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教室のときは時間がなくて本当に大変でした」
と3年生の田中杏奈さんは振り返ります。また
栽培の様子を記録するブログを担当した3年
生の武藤詩奈さんは「楽しくブログを作りまし
た」といい、他校の生徒ともブログ上で意見交
換をしながら栽培を行ってきました。また2年
生の前田真歩さんは「小麦を脱穀するとき、小
さな虫がたくさんついていて大変でした」と話
します。一本ずつ手でしごきながら種子を取る

作業は想像以上に大変
だったようです。
　9月23日にはPasco
本社で3校によるプレゼ
ンテーションが行われ、生
徒たちは仮説から実行、
結論をまとめた栽培記録

をプレゼンしました。「他校は気温や草丈などの
データも多くあり、見習うところがありました」
と田中さんは話します。また今回、収穫したゆ
めちからのタンパク質の含有量が目標の12％
を見事クリアし、Pascoから表彰されました。
　顧問の田中武彦先生は「生徒たちは本当に
よく頑張って研究してくれました」といい、また
前田さんはこの栽培研究を通して「みんなで
協力することが大切だと実感しました」、田中
さんは「農家さんのお仕事の大変さ、すごさを
あらためて知りました」、武藤さんは「データを
まとめる作業は大変で、研究者の方々はすご
いと思いました」とそれぞれに学びを得まし
た。製粉されたゆめちからは「みんなでパンを
焼いて味わう」とのこと。充実した研究となり
ました。

平和のために署名活動を行う広島女学院の生徒が来校
ひとつの「ファミリー」として、ともに平和を考える

高校科学部の「ゆめちから栽培研究プログラム」高校科学部の「ゆめちから栽培研究プログラム」
栽培研究や収穫の成果をプレゼンで発表栽培研究や収穫の成果をプレゼンで発表
高校科学部の「ゆめちから栽培研究プログラム」
栽培研究や収穫の成果をプレゼンで発表
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愛知株式会社
愛知警備保障株式会社
アット・ワンス株式会社
天野商事株式会社
医療法人高田 ライフ健康クリニック
大沢フォート
株式会社アイワット
株式会社アド・アート
株式会社アドマテックス
株式会社オティックス
株式会社カミヤマ
株式会社河合楽器製作所
株式会社キクタケ
株式会社杏林堂薬局
株式会社きんでん　中部支社
株式会社コネクティボ
株式会社sus4
株式会社三晃社
株式会社産通　名古屋支社
株式会社シーアールイー
株式会社シーオーエー
株式会社ジェイエスティ
株式会社正文館書店
株式会社進研アド
株式会社新東通信
株式会社スギヤマ薬品
株式会社瀬古写真館
株式会社大学通信
株式会社中央製作所

株式会社中京テレビサービス
株式会社中部キャラバン
株式会社トーエネック
株式会社中日本造園土木
株式会社名古屋観光ホテル
株式会社名古屋銀行
株式会社名古屋ピアノ調律センター
株式会社日本ドリコム
株式会社プランナーズランド
株式会社朋和商事
株式会社マイナビ
株式会社三井住友銀行
株式会社三菱地所設計
株式会社名北調剤
株式会社八神製作所
株式会社ヤマハミュージックリテイリング
教育産業株式会社
近畿日本ツーリスト株式会社
　　　　名古屋教育旅行支店
金城学院大学生活協同組合
グリーンシティケーブルテレビ株式会社
サンメッセ株式会社
敷島製パン株式会社
スギホールディングス株式会社
セクダム株式会社
瀬戸信用金庫
大成建設株式会社　名古屋支店
大成有楽不動産株式会社　名古屋支店
ダイダン株式会社　名古屋支社

たんぽぽ薬局株式会社
中央電気工事株式会社
中部電力株式会社
電子システム株式会社
東海東京証券株式会社
東邦ガス株式会社
東洋熱工業株式会社　名古屋支店
トリニティー株式会社
名古屋トヨペット株式会社
名古屋ビルサービス株式会社
日本管財株式会社
日本調剤株式会社
ネッツトヨタ東名古屋株式会社
　　　  （キリックスグループ）
福玉精穀倉庫株式会社
丸善株式会社　名古屋支店
三菱電機株式会社　中部支社
メイティックス株式会社
盛田エンタプライズ株式会社
有限会社永井抱陽写真館
リンナイ株式会社

維持協力会ご芳名録

寄付金ご芳名録

■ 法人

■ 個人

　この度は、金城学院へのご寄付、心より感
謝申し上げます。今号では、2015年6月か
ら2015年10月末日までにご寄付いただ
いた方々のご芳名を掲載し、深く感謝の意を
表します。
　今、日本の教育現場そして金城の生徒・学
生たちが卒業して活躍する社会環境は、
日々変化しています。移り変わる時代に対応
するために、金城学院では、諸設備及び教育

研究環境の充実を図り、教育効果の向上を
期するための取り組みを行っております。
　2012年度より10年かけて中高大の教育
施設の大規模リニューアル（KMP21）を進
めています。また、金城サポート奨学金をはじ
めとして14種もの独自奨学金制度を用意
し、約1600人の学生・生徒が利用していま
す。内外の教育環境の充実を図り、学生・生
徒たちが安心して学び、過ごせる学院づくり

を推進しています。
　これらの取り組みを推進またはサポート
するためには多大な経費が必要です。福音
主義キリスト教に基づく女性教育、全人教
育、国際理解の教育の想いを堅持してきた
先人たちの想いを確実に次につなげるた
め、教職員一同より一層努めてまいりますの
で、今後とも温かいご支援を賜りますよう心
からお願い申し上げます。

　金城学院維持協力会は、「金城学院の教
育活動に対する支援と、さまざまな社会環境
の変化に対する適切な助言を行うことによっ

て、金城学院の維持・発展に寄与すること」を
設立の趣旨とし、2011年度に発足されまし
た。現在、東海地区を代表する有力企業など

法人会員77社、個人会員9名にご賛同いた
だき、ご入会いただいております。

～金城学院目的指定寄付金～

～金城学院維持協力会～

学生・生徒へ
キャンパス環境整備へ
文化事業へ
国際交流へ
地域との交流へ
学院全体へ
その他
指定なし
総　　　計

卒業生
在校生父母
一般有志
教職員
その他
総　　　計

180,000
88,000
285,000
40,000
30,000
365,000
6,000,000
2,077,558
9,065,558

52
14
2
3
10
81

寄付目的

寄付者

金額（円）

件数

（2015年6月～2015年10月末日までにいただいたご寄付をご報告させていただきます）

（敬称略 順不同）
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第26回ハンドベルクワイア
クリスマスコンサート
■出演／大学ハンドベルクワイア
■日時／12月5日（土）
　　　　16:45 開場　17:30 開演
■場所／アニー・ランドルフ記念講堂
■曲目／クリスマス・フェスティバル、
              　花のワルツほか
■入場料／1,500 円（全席自由）
　チケットぴあ　http://pia.jp/t
　 TEL.0570-02-9999
　（Pコード266-282）
     ※誠に勝手ながら、未就学児のご入場は
　　お断りさせていただきます。
■お問い合わせ／
　大学ハンドベルクワイア
    TEL.080-4549-6139
　平日9:30～17:00

大学クリスマス礼拝
■日時／12月 17 日（木）
　　　　17:00～18:00
■場所／アニー・ランドルフ記念講堂
■説教者／横山良樹先生
                        （日本基督教団半田教会牧師）
■特別讃美／大学クワイア、
                              大学ハンドベルクワイア

クリスマスツリー点灯式
■日時／11月30日（月）
　　　　16:45～17:15
■奨励者／河原清志先生（文学部准教授）
■特別讃美／大学クワイア、
                              大学ハンドベルクワイア

オルガンミニコンサート
■日時／11月30 日（月）
　　　　17:30～18:00
■場所／エラ・ヒューストン記念礼拝堂
■奏楽／有田知子氏
　　　 （大学礼拝オルガニスト）

ハンドベルクワイア定期演奏会
■出演／高校ハンドベルクワイア
　　　　（大学及び中学ハンドベル
　　　　　クワイアも賛助出演します）
■日時／12月22日（火）
　　　　17:30 開場　18:00 開演
■場所／中電ホール
■入場無料

（予告）グリークラブ第37回定期演奏会
■日時／2016年 3月25日（金）
　　　　17:15開場　18:00開演
■場所／愛知県芸術劇場コンサートホール

金城学院大学

ハンドベルクワイアのクリスマス
■出演／中学ハンドベルクワイア
■日時・場所
　◎12月５日（土）15:00～
　　　ＮＴＴ西日本東海病院
　◎12月12日（土）10:00～
　　　名古屋刑務所
　◎12月13日（日）14:00～
　　　栄聖書教会
　◎12月19日（土）13:00～  14:30～
　　　博物館明治村
　◎12月22日（火）18:00～
　　　高等学校定期演奏会賛助出演
　◎12月24日（木）・25日（金）15:30～
　　　ミッドランドスクエア
　　　クリスマスコンサート

金城学院中学校

キャロリング
■出演／高校グリークラブ
         （中学グリークラブも出演します）
■日時・場所／
　◎12月12日（土）12:00、14:45、17:00
　　中日ビル（中学３年以上）
　◎12月17日（木）17:15
　　名古屋逓信病院（中学３年以上）
　◎12月22日（火）17:15
　　公立陶生病院
         （中学１年～高校３年全員）
　◎12月24日（木）13:30
　　SMBCパーク栄（高校生のみ）
           鑑賞希望者は要予約
　◎12月24日（木）16:30
　　ミッドランドスクエア
　　（中学３年以上）
　◎12月25日（金）11:30、13:30
　　ラシッククリスマスステージ
　　（中学３年以上）
　◎12月25日（金）16:30
　　ミッドランドスクエア
　　（中学３年以上）
　　備考：開始時刻は変更されることがあります。

クリスマスハンドベル演奏
■出演／高校ハンドベルクワイア
■日時・場所／
　◎12月6日（日）10:00
　　日本キリスト教団枇杷島教会
　◎12月12日（土）13:30
　　日本キリスト改革派犬山教会
　◎12月13日（日）10:30
　　日本キリスト教団尾張一宮教会
　◎12月13日（日）11:00
　　日本キリスト教団南山教会
　◎12月19日（土）14:00
　　金城学院幼稚園
　◎12月19日（土）14:30
　　名古屋港水族館
　◎12月23日（水）14:00
　　日本キリスト教団刈谷教会
　◎12月24日（木）10:30
　　キリスト教社会館発達センターあつた
　◎12月24日（木）15:00
　　名古屋記念病院
　◎12月25日（金）15:00
　　ラシッククリスマスステージ

金城学院高等学校

クリスマス親子礼拝
■日時／12月19日（土）13:30～
■場所／金城学院大学
　　　　アニー・ランドルフ記念講堂
■プログラム／
　●礼拝
　●金城学院高校ハンドベルクワイア
　　ミニコンサート
　●年長児キャロリング
　※15:30頃より名鉄瀬戸線大森・
　　金城学院前駅にて

クリスマスハンドベル演奏
■出演／金城学院幼稚園　　
　　　　ハンドベルクワイア
■日時／12月25日（金）時間未定
■場所／ラシッククリスマスステージ

クリスマス讃美礼拝（親子）
■日時／12月17日（木）9:50～
■場所／幼稚園

金城学院幼稚園
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みどり野会（同窓会）より

KINJO GAKUIN

TOPICS

高等学校演劇部が
中部日本演劇大会出場決定

金城学院大学
ハンドベルクワイアの演奏する
ＣＤが発売されました
ディズニー音楽をハンドベルでカバー。心にやさしいハーモニー

本誌「with Dignity」は、金城学院のホームページ
（http://www.kinjo-gakuin.jp/）でもご覧いただけます。

ご意見、ご感想をお寄せください。
また、現在お送りしております方で、住所変更や購読中止を希望される方も

ホームページからご連絡ください。

訃報
Arlene Woods Kelly先生（故Merle Irwin Kelly 先生の奥様）が、

2015年11月8日に天に召されました。
先生は、1981年４月から1990年３月まで、

中・高教諭（宣教師・英語）として在職されました。
ご遺族様の上に、主のお慰めをお祈りいたします。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

クリスマスメッセージ

＜お問合せはみどり野会事務局まで＞
本部　ＴＥＬ０５２－９３１－４４８０（中学校白百合館1階）　　
分室　ＴＥＬ０５２－７９８－０１９３（大学本部棟4階）
ＨＰ　http://www.kinjo-midorino.com
　　　　　　　※活動詳細は会報“みどり野97号”をご覧下さい

みどり野会行事のお知らせ

みどり野会は1903 年に設立された、金城学院の卒業生が集う会です
≪みどり野会≫という名称は大正9年(1920年)
旧約聖書の詩篇第 23 編から名付けられました
「主はわが牧者なり　われ乏しきことあらじ

主は我をみどりの野にふさせ
　いこいの水濱にともなひたまふ」

神さまによってこの学院に集められた私たちが
卒業後母校に集まり　いこいの時を過ごす場という意味で
「みどり野会」はいつも皆さんと共にあるのです

２０１６年度　総会

２０１６年度　修養会

■日時／２０１６年４月１６日（土）１０：００～１４：００
■場所／ＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋にて
■礼拝／金城学院文学部宗教主事　落合建仁先生

■日時／２０１６年７月９日（土）現地集合
■場所／日本キリスト教団広島教会
■礼拝／日本キリスト教団隠退牧師　宗藤尚三先生

クリスマス讃美礼拝
■日　時／2015年12月12日(土)　10:30～14:00
■場　所／金城学院中学校　白百合館礼拝堂
                （愛餐会は白百合館1階ホールにて）
■礼　拝／日本キリスト教団南山教会　村山盛芳牧師
■演　奏／声楽家　松谷友香さん（卒業生）ミニコンサート
　　　　　　　※白百合館へのご来場には「公共交通機関」をご利用ください

　ドイツから日本にもどって感じたことはクリスマスの贈り物の違い
だった。日本ではクリスマスの休暇の後で子どもたちは「クリスマス
にどんな贈り物をもらったか」を自慢する。ところがドイツでは「何を
誰に贈り、どんなふうに喜ばれたか」を自慢する。私はもう十分にい
ただいたのだから、今度は差し出したいと言うのだ。私たちは、神が
愛する独り子を人類の救済のために送ってくださった日としてクリス
マスを祝う。それは正しい。しかし忘れてはならない。人間が得るた
めに、失った神がおられることを。人類が史上最大の贈り物を神か
らいただいたその日に、愛する独り子を神は失ったのだ。演出された
クリスマスに魅惑されるだけではなく、天上におられ、愛する独り子
までも差し出しされた神を思うクリスマスを迎えたい。だからパウロ
はいう。「受けるより、与える方が幸いである。」

深井智朗 （人間科学部宗教主事）

ヨハネによる福音書第3章16節

　高等学校演劇部は、愛知県大会を勝ち抜いて、第６８回中部
日本高等学校演劇大会に出場することが決まりました。大会は、
石川県野々市市で、１２月２４日から２７日に開催されます。
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Disney Dreamy Handbell / V.A.

◯Disneyc

Disney Dreamy Handbell / V.A.
ディズニー・ドリーミー・ハンドベル / V.A.
発売日：2015年11月4日発売
品番：AQW1-51123　JANコード：454211451123/3
定価2100円（+税）
全19曲収録（詳細は右のQRコードからご覧ください）
★生協カタログ・mu-moショップ限定商品

『　最上の贈りもの　』

「神はその独り子を
お与えになったほどに、
世を愛された」

with Dignity = 金城女学校・第6代校長 エラ・ヒューストンが、外出する生徒に「金城の生徒として “You must have dignity”」と話しかけたことに由来しています。“dignity”は、尊厳・品位の意。

（収録内容など、詳細はこちら）
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